
生物コース:

からだがちぎれて2匹にふえる!?

1、はじめに

プラナリアとは、扇形動物門ウズムシ綱ウズムシ目の生物OX怠称で島る。体長10

~30mm前後の平たいヒルのような姿をしており、日本企国の川や湖に生慰、し、水質

階級((最もきれいな水)を示す指標生物のひとつでもある。全身に幹細胞をもつた

め、腹部でくびり切れて2つの断片に分かれ、それぞれの断片から完全な個体を再生

する無性生殖を行うことができる。その牛柄数をいかした再生.研究のモデル生物として

も有名である。

今圓は、日本全鬮1,こ生息、しているのにも関力らず^1.学生にとってなじみの薄いブラ

ナリアを題材とし、簡単な実験操作を通じて、生き物の持つ能力への関心を磊めるこ

と、書籍や映像ではなく生き物の実物を観察tる楽しさを実感tることをねらいとし

た。なお本i捌整の参加者は15空,で、内訳は中学3年生8名、中学2年生5名、中学1

年生2名であうた。実験操作や観察結果の意見交換は全て、2名または3棗.の班ごと

に行0た,

プラナリアの再生実験

哩利・(生物)葛西陽菜

2.体験内容

2.1.事前準備

プラナリアの中で今回はナミウズムシ(D昭心mj幼肌i改)を用いたが、以下全てプ

ラナリアと表記する。体験の 1日前、 4日;狗、 7日前にそれぞれ約30 匹のブラナリ

アを野倍"・腰部・尾郭の3 つに如1断し、御断日・部位別にそれぞれ3 ~41斯片ごとに

別容器(トラベル朋品のふた村きクリームケース)に入れ、23゜Cに設定したインキニ

ベーター内で飼育した。当旧はそれら9種類の断片を、それぞれ r切断1日後の頭

部」「切J断1日後の腹部」「切」断1日後の尾部J 「例断4日後の卿爺3」「切断4日後の腹

部」「切断4日後の尾音山「娜断7日後の頭部」「切断7日後の腹告山「切断7日後の尾

吾W とラベりングし、再生中のプラナリア試料として提供した。

そのほかに、切断前(通常、畔"のようすを観察tるための個体や、当日参加者が切

断寸るための佃H本も用意す、る必要があるため、体験の2~3迦間前から飼育水樽内の

プラナリアの個体数に注意を払い、必要に応じて切川折・再生させて個体数を洲整Lた。

2.2.切断前の観察

当日はまず、鋤断前のプラナリアを実体顕徹鏡やルーぺを用いて観察した。対象の

プラナリアを容器からスポイトでシャーレへ移L、雀見察はシャーレ_上で行った。この

時、ブラナリアとともに水を2滴'程度シャーレへ滴下することで、プラナリアに適度

な運動をさせ、かっ視野から逃すことなく観察が可能になる。観察時は、牛禽蛇器官」
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t運動に関tる器宮」「摂食に関する器符'」「その他の器官」の4つに着目するよう促

L、気が0いたことを自由に記録し、班ごとに意見交換を行0た。また観察の途中で

ペンヲイトを用いて光への応符を調べ、エサとなるブタレバーの断片を耳.えて摂食の

ようすを調べた。

ひととおり観察と意見交喚を終えたところで、プヲナリアのからだのっくりにっい

て教員から補足説明を加えた。今回は観察不可能な、神経系や排出系の構造にっいて

も発展内容として紹介をした。

このときの1卸尊上留意した点は、プラナリアのからだのつくりにっいて、名見察前に

は教員からほとんど説明を加えなか0たことである。教わった知識を耐爺忍tるための

観察ではなく、冑らの目で発見tる体験を重視した。また、光の応答を調べる際は部

屋を消幻、するため全員一斉に行うこと、ブタレバーを加えると水が汚染されるため、

摂食の観察専用の別容器を班ごとに配布した点も工夫Lた。

2.3.切断

次に、実際にプラナリアの切断作業を行った。プラナリアに低滑師瞬敷を与えて運動

を鈍らせるため、空シャーレに氷(できるだけ直方体に近いもの)を 1つ遣き、その

上にスライドガヲスを乗せて明断台とした。容器から翊断台へ移したプヲナリアがほ

とんど動かなくな0たことを耐露忍し、カミソリで頭部・腹部・尾部の3つに切断し

た。二のとき、氷とシャーレおよびスヲイドガラスとの按触面が滑りやすいことを注

意喚起した。

UJ断した3つの断片は、「切断直後の頭音山ル剛折直後の腹部」「切断直後の尾部」

としてすぐに実体鍍U歌鏡またはルーぺで観察し、さらに光やエサへの反応も剥べて記

録し、班ごとに恬報交換を行った。

2.4.再生の過程の観察、まとめ

事1前に準備した切断後1日、 4日、 7日の断片を配布し、再生の過程を観察した。

光やエサへの応答の有無も開べ、プラ十りアが完全な個体を再生させるまでの過程に

ついて推測し、意見交換を行0た。また本時の最後にf阿生時に維持される極性とい

う概念や、ブラナリアの応用研究例に0いても触れ、まとめとした。

3.おわりに

授酔翁冬了間際まで熱心に観察を続ける参加者も多く、本時のねらいである生き物へ

の興味関心を高めること、観察の楽しさを実兎制、ることはおおむね逹成されたと思わ

れる。昨年度に引き続き班ごとに名見察や気が付いたことの典有を行ったが、今隼度は

さらに、授業の冒頭で班員どうしの皮己紹介の時闇を長めに確保した.実験室の雰囲

気を称やかにしてから僻."列活動に入ることで、初対而の参加者どうしでも活発な意見

交換が朽ゞつれた。今回イ刺験した、本で綱べて終わりではなく鴫分の男で観察して確

かめる」こと、さらに「毒えたことを良分の言葉で人に説明する」「人ぴΣ意見を受け

てさらに陶分の老えが深まる」までのプロセスを、今後の理科・の学習のどこかで思い

出してもらえれぱ幸いである。
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